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研究成果の概要（和文）： 

本研究は天明３年（1783）の浅間山大噴火を描いた「浅間焼け絵図」を素材に、デジタル・ア

ーカイブを用いた災害時の文化・自然環境の復元を目指した。まず画像資料と諸データを結合

する研究支援ツールの開発・改良を行い、「浅間焼け絵図」の画像データ･メタデータを格納し

た。さらに検索機能を充実させるため、絵図の地名・施設名･人名等のメタデータを作成した。

その後も研究の利便性や絵図の公開の観点から改良を重ね、文献データと画像データがリンク

された統合データベースを完成させ、噴火罹災地の自然環境および文化環境の復元を行なった。   
 
研究成果の概要（英文）： 
Disaster study is the hot topic in the research field of Japanese history and geography 
in these years. Most of the past studies focused on the investigation of natural 
disasters with literary approach, to the contrary, we try to reconstruct the images on 
the disasters held by publics: 1 who directly afflicted, 2)who informed at that time, and 
3)who obtained the information years after the disasers. Our research object is Mt. 
Asama, one of the most active volcanoes in Japan, erupted in 1783 and it is 
documented in many picture materials. This study proposes to holistically grasp the 
digital data of historical picture materials collected from various areas. Our digital 
archive system called "Integrated Cultural Resource Digital Archive", holds the image 
data of historical picture materials on Mt. Asama eruption from various organizations. 
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１．研究開始当初の背景 

 研究開始当初は、1995 年に起きた阪神淡
路大震災の影響もあってか、様々な点から災
害に対する歴史研究が活発化しはじめた段
階であった。それは一つには災害時および災
害後の史料保存をいかにすべきかといった
アーカイブの問題であり、もう一つは歴史的
事象としての災害の実態把握、そして災害自
体がどのようにして語り継がれ、認識されて
いったかといったメタ・ヒストリーの視点か
らの研究である。特に後者は絵画資料を利用
した歴史学研究の発展の影響もあり研究開
始当初は大きく注目された分野であった。 

 本研究は主に後者の視点から災害時の文
化・自然環境の復元を目指して研究をスター
トしているが、デジタル・アーカイブを駆使
することにより、前者の史料保存の観点も取
り入れ、より幅広い研究を目指した。 

 

２．研究の目的 

わが国は世界有数の火山国であり、歴史的
に見ても、富士山（静岡県・山梨県）、開聞
岳（鹿児島県）、普賢岳（長崎県）、榛名山（群
馬県）、浅間山（群馬県・長野県）などで巨
大な噴火を数多く経験してきた。特に歴史時
代の火山噴火は、その様子が直接の罹災民や
救助に加わった者、あるいは第三者的観測者
による記録資料として今日まで伝えられて
いる。記録資料類の種別は多様であるが、大
別すると日記・特記記録などの文献資料と絵
画・落書・古写真などの画像資料である。他
方、罹災地においては、今日に至るまで火山
噴火により埋没した遺物・遺跡資料が存在す
る。本研究の目的は、日本歴史における巨大
噴火の際のこれらの資料をコンピュータ科
学の技術を活用し、複合的に利用することに
よって、火山噴火による罹災地の自然景観と
住民の意識と暮らし、すなわち文化を復元す
ることにある。 

 

３．研究の方法 

まず天明３年（1783）の浅間山大噴火を描
いた「浅間焼け絵図」を所蔵する機関の一覧
を作成し、その情報をもとに群馬県・長野
県・東京都内の資料所蔵機関において「浅間
焼け絵図」の調査・高精細デジタル撮影を行
なった。「浅間焼け絵図」は大型の軸装資料
や彩色資料であるためコンディションデー
タを採取し、データベースに格納した。 

また、画像資料と諸データを結合する研究
支援ツールの改良作業を行った。 

そして、これらの画像データやメタデータ
を研究支援ツールに試験的に格納し、火山絵

図の史料的性格にあわせて、システムの改良
について検討を重ね、文献データと画像デー
タがリンクされた統合データベースを完成
させた。 

 
４．研究成果 
本研究は天明３年（1783）の浅間山大噴火

を描いた「浅間焼け絵図」を素材に、デジタ
ル・アーカイブを用いた災害時の文化・自然
環境の復元を目指した。 

まずは「浅間焼け絵図」を所蔵する機関の
一覧を作成し、それをもとに群馬県・長野
県・東京都内の資料所蔵機関において資料の
確認･保存状況の調査および高精細のデジタ
ル撮影を実施した。調査対象となった「火山
絵図」は大型の軸装資料や彩色資料であるた
め、コンディションデータを採取し、データ
ベースに格納した。 

また、画像資料と諸データを結合する研究
支援ツールの開発・改良を行い、「浅間焼け
絵図」の画像データ･メタデータを格納した。
さらに、電子付箋機能や検索機能を充実させ
るため、絵図の地名・施設名･人名等のメタ
データを作成した。その後も研究の利便性や
絵図の公開の観点から改良を重ね、文献デー
タと画像データがリンクされた統合データ
ベースを完成させ、噴火罹災地の自然環境お
よび文化環境の復元を行なった。 
具体的には、これらの研究支援ツールに蓄

積されたデータをもとに、「浅間山焼け絵図」
の分類、構図の変化、絵図に描かれたランド
マークの分析を行なうとともに、統合アーカ
イブシステムを利用した研究の手法につい
て検討を行い、近世・近代における浅間山噴
火のイメージの変遷について考察した。 

今後の展望として、「浅間焼け絵図」の内
容を分析し絵図の系統を追うこと、また他の
火山噴火の絵図史料との比較・検討を行うこ
とにより、近世・近代における災害イメージ
について考察を行う必要がある。 
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